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本書を手にして最初に印象的だったのは，それ
が実に軽快であることだった．著者の平嶋氏はす
でに，氏の学名研究の集大成として，大冊の「生
物学名辞典」（平嶋，2007，東京大学出版会，東京，
xxii+1292 pp.）を上梓している．この本はしかし，
著者自身が最初のはしがきに書いている通り，一
般の昆虫愛好者や初学者，学生が手に取るにはあ
まりに重厚で敷居の高いものである．本書はむし
ろ，これから学名を学ぼうとする，あるいは昆虫
分類学に進もうとする意欲を持った初学者，学生
にとっての最初のステップとして，入門書として
最適である．

平嶋氏のこれまでの学名に関す
る本の中では，写真や図が示され
ていたものの，すべてモノクロだっ
た．しかし本書では，所載の写真の
多くがカラー印刷になっている．本
書を読み進んでいくと，これらのカ
ラー写真は実に，実際の生物を活写
したものであり，学名の理解を手助
けするように配されている．生物の
色を巧みに表現した学名は数多い．
それらの学名がいかに巧みである
かは，これまで実際の生物を手に
入れるか，その種のカラー写真を探し回らなけれ
ばわからなかった．しかし本書では，少なくとも
写真が出ている種では，即座に学名の意図すると
ころを理解できるようになった．写真がカラーに

なったことは，見た目豪華で，読んでいて楽しい
ばかりでなく，その意義は非常に大きい．　

甲虫研究者にとってうれしいのは，クワガタム
シ，ハネカクシ，アリヅカムシその他甲虫の学名
の解説が今回ふんだんに盛り込まれていることで
ある．甲虫界では，あまりにも多くの種があり，
日本産の多くの種に 19 世紀～ 20 世紀初頭のヨー
ロッパ人があまりにも無難な命名をしている．そ
の後の日本の研究者には，そのようなお決まりの
命名では飽き足らない人たちが少なくないよう
で，一見難解な，凝った命名が少なからず見られ
るようだ．平嶋氏が本書によって，それを懇切に
解説したことは甲虫界にとっては極めて有益なこ
とといえる．

本書は全編を通じて，これから新たな学名を生
み出そうとする昆虫分類学者の立場に立ってお
り，言い換えれば，新種名をつける立場に寄り添っ
て書かれたものである．これは将来，そのような

立場に立つであろう初学者や学生を
含めて，学名に使われている古典語
の奥深さを再認識させ，その正しい
使い方へ導く力が感じられる．学名
を構成するラテン語は我々アジア人
にはなじみの薄い言葉であり，初学
者や学生の学ぶ機会が少ないことは
仕方のないことだろう．しかしたと
え欧米人であっても，最近の若い研
究者の間では，これらの言葉と学問
の基本である古典語に対する知識と
理解が希薄なことは大変残念なこと
である．本書がそのような風潮に一

石を投じるものになることを願ってやまない．

（国立科学博物館動物研究部　野村周平）
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